
本
書
は
、
著
者
が
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
発
表
し
た
、

中
島
敦
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
島
は
一
九
四

二
年
九
月
、
南
洋
庁
編
修
書
記
と
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
赴
任
し
、「
島
民
」

と
称
さ
れ
た
現
地
住
民
対
象
の
「
国
語
読
本
」
編
纂
に
従
事
し
た
。
そ
の
経

験
が
、
中
島
の
文
学
活
動
全
体
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
作
家
に
お
け
る
〈
南
洋
〉
体
験
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
既
に
木
村
一
信
氏
が
浩
瀚
な
『
昭
和
作
家
の
〈
南
洋
行
〉』（
世
界
思

想
社

二
〇
〇
四
・
四
・
一
〇
）
で
指
摘
し
た
所
で
あ
る
。
著
者
は
恩
師
で

も
あ
っ
た
木
村
氏
の
視
点
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
「
国
語
読
本
」
編
纂

の
過
程
、
そ
の
背
景
に
あ
る
当
時
の
日
本
語
教
育
を
巡
る
動
向
に
つ
い
て
、

丹
念
な
調
査
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
中
島
の
〈
南
洋

行
〉
と
い
う
経
験
の
質
を
測
る
上
で
不
可
欠
な
手
続
き
だ
っ
た
。
本
書
は
、

そ
こ
に
新
た
な
二
つ
の
軸
を
加
え
る
こ
と
で
、
主
題
の
深
化
と
広
汎
な
視
点

か
ら
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
本
書

の
構
成
を
示
す
。

ま
え
が
き
／
凡
例

序
論

中
島
敦
の
〈
南
洋
行
〉

第
Ⅰ
部
〈
南
洋
行
〉
に
至
る
ま
で

第
一
章
「
北
方
行
」
論
│
漂
泊
す
る
〈
こ
と
ば
〉
の
源
泉
│
／
第
二

章
〈
漢
詩
〉
論
│
家
学
の
衰
頽
と
〈
不
遇
意
識
〉
の
か
た
ち
│
／
第

三
章
「
小
笠
原
紀
行
」
論
│
〈
南
洋
〉
と
の
邂
逅
│

第
Ⅱ
部
〈
南
洋
行
〉
の
時
代

第
一
章
〈
南
洋
行
〉
論
（
一
）
│
国
語
教
科
書
編
纂
と
〈
届
か
ぬ
声
〉

と
│
／
第
二
章
〈
南
洋
行
〉
論
（
二
）
│
〈
学
習
者
不
在
〉
の
論
理
の

中
で
│
／
第
三
章
〈
南
洋
行
〉
論
（
三
）・
補
遺
│
せ
め
ぎ
合
う
〈
教

育
理
念
〉
と
現
実
│

第
Ⅲ
部
〈
南
洋
行
〉
を
経
て

第
一
章
「
雞
」
論
│
〈
公
学
校
教
育
〉
へ
の
批
判
の
方
法
│
／
第
二

章
「
マ
リ
ヤ
ン
」
論
│
〈
南
洋
島
民
〉
の
虚
像
と
実
像
│

第
Ⅳ
部
〈
南
洋
行
〉
前
後
を
結
ぶ
も
の

第
一
章
「
山
月
記
」
論
│
遥
か
な
る
〈
異
境
〉
へ
の
漂
着
│
／
第
二

〔
書
評
〕

橋
本
正
志
著
『
中
島
敦
の
〈
南
洋
行
〉
に
関
す
る
研
究
』楠

井

清

文
四
七



章
「
朱
塔
」
論
│
〈
江
南
〉
の
幻
影
を
め
ぐ
る
葛
藤
│

第
Ⅴ
部

補
説
・
研
究
の
周
辺

第
一
章

阿
部
知
二
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉
│
『
火
の
島
』
に
み
る
日
本
語
教

育
観
の
形
成
│
／
第
二
章

石
川
達
三
の
〈
南
洋
行
〉
│
「
南
進
日
本
」

の
向
こ
う
側
へ
│
／
第
三
章
「
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
」
の
意
味
│

〈
対
話
〉
へ
向
か
う
中
国
人
学
生
の
こ
と
ば
│
／
第
四
章

近
代
日
本

の
ア
ジ
ア
体
験
の
言
説
を
読
む
│
関
連
分
野
の
書
評
よ
り
│

結
論
〈
遍
歴
〉
す
る
こ
と
の
意
味

南
洋
群
島
関
連
文
学
作
品
年
表

参
考
文
献
一
覧
／
初
出
一
覧
／
あ
と
が
き
／
索
引

本
書
で
示
さ
れ
た
第
一
の
軸
は
、「
同
時
代
社
会
に
お
け
る
〈
文
学
〉
と

〈
日
本
語
教
育
〉
と
の
交
錯
の
様
相
」（
五
頁
）
と
い
う
共
時
的
な
視
点
で
あ

る
。
中
島
の
編
修
書
記
と
し
て
の
経
験
は
、
阿
部
知
二
・
石
川
達
三
・
釘
本

久
春
ら
他
の
文
学
者
や
文
部
官
僚
の
動
き
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
時

代
性
・
社
会
性
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

本
書
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
以
降
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
下

で
「
南
進
」
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
、
共
通
語
と
し
て
の
日
本
語
が
重
視
さ

れ
る
と
共
に
、
南
方
占
領
地
で
も
宣
伝
・
宣
撫
の
手
段
と
し
て
日
本
語
教
育

が
用
い
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
に
設
置
さ
れ
た
編
修
書
記
は
、「
南
洋
群
島

の
「
国
語
」
教
育
政
策
を
よ
り
時
局
に
即
し
た
も
の
に
編
成
し
直
し
て
い

く
」（
一
〇
五
頁
）
現
地
の
動
き
を
受
け
た
も
の
だ
が
、
同
年
に
は
釘
本
ら

が
中
心
と
な
り
文
部
省
主
導
で
日
本
語
教
育
振
興
会
が
組
織
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、「
内
地
」（
中
央
）
に
お
い
て
も
「
着
々
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
に

立
脚
し
た
「
外
地
」
へ
の
「
日
本
語
普
及
」
政
策
の
推
進
を
目
的
と
す
る
組

織
編
成
と
理
論
構
築
が
実
践
さ
れ
て
い
た
時
期
」（
一
〇
六
頁
）
だ
っ
た
。

そ
し
て
教
科
書
編
纂
者
と
し
て
の
中
島
は
、
現
実
に
南
洋
群
島
の
風
土
や

生
活
に
触
れ
、
公
学
校
で
「
島
民
」
教
育
に
当
た
る
実
務
担
当
者
と
の
協
議

も
踏
ま
え
な
が
ら
、「
国
語
の
普
及
徹
底
と
皇
民
化
」
と
い
う
大
方
針
に

「
学
習
者
不
在
」
の
論
理
を
見
、
違
和
感
を
強
め
て
い
っ
た
（
第
Ⅱ
部
）。
先

行
研
究
で
も
日
本
語
教
育
に
対
す
る
中
島
の
批
判
的
姿
勢
は
論
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
本
書
の
特
色
は
、
そ
の
よ
う
な
「
疑
問
」
が
生
じ
て
い
っ
た
過
程

を
、「
中
島
個
人
の
見
解
」
に
帰
一
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
「
国
語

読
本
」
編
纂
事
業
の
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
た
点
に
あ
る
。
中
島
が
直
面

し
た
の
は
、「「
島
民
」
教
育
政
策
の
構
造
的
な
問
題
」（
九
七
頁
）
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

視
線
を
転
じ
れ
ば
、
同
様
の
問
題
は
、
占
領
地
ジ
ャ
ワ
で
軍
宣
伝
班
員
と

し
て
日
本
語
教
育
に
当
た
っ
て
い
た
南
方
徴
用
作
家
・
阿
部
知
二
も
抱
え
て

い
た
（
第
Ⅴ
部
第
一
章
）。
著
者
は
、
単
行
本
『
火
の
島
│
│
ジ
ヤ
ワ
・
バ

リ
島
の
記
』（
創
元
社

一
九
四
四
・
七
・
三
〇
）
所
収
の
随
想
が
、
日
本

語
教
育
振
興
会
の
機
関
誌
『
日
本
語
』
や
陣
中
新
聞
『
う
な
ば
ら
』
に
掲
載

さ
れ
た
、
日
本
語
普
及
に
関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ

こ
に
は
「
日
本
精
神
」
を
体
現
し
た
も
の
と
し
て
日
本
語
を
捉
え
「
伝
統
」

を
重
視
す
る
保
守
的
立
場
と
、
語
学
教
育
の
観
点
か
ら
学
習
者
の
便
宜
に
基

づ
い
た
改
変
も
止
む
無
し
と
す
る
実
際
的
立
場
と
の
対
立
が
あ
っ
た
。
し
か

し
阿
部
は
、
ど
ち
ら
に
も
与
せ
ず
、
両
者
の
「
調
和
」
を
提
唱
し
た
上
で
、

四
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「
我
々
は
他
民
族
の
人
ら
を
し
て
、
日
本
語
を
、
日
本
を
、
真
に
愛
せ
し
め

る
や
う
に
立
ち
振
舞
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
訴
え
る
。
著
者
は
、
こ
こ
に

「
日
本
人
は
「
他
民
族
」
に
日
本
語
を
学�

ば�

せ�

る�

こ�

と�

を�

前�

提�

に�

、
日
本
語

を
い
か
に
普
及
す
べ
き
か
と
い
っ
た
議
論
に
終
始
し
て
い
る
が
、
そ�

れ�

以�

前�

に�

「
他
民
族
」
に
愛
さ
れ
る
日
本
人
、
日
本
語
と
は
何
な
の
か
、
ま
た
、
ひ

い
て
は
「
他
民
族
」
が
自
ら
習
得
を
望
む
日
本
語
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
と
い
っ
た
本
質
的
問
題
」（
傍
点
原
文
・
以
下
同
じ

二
二
四
頁
）
へ

の
省
察
を
見
る
。

中
島
と
阿
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
で
は
あ
る
が
、「
学
習
者
」（
こ

こ
で
は
「
他
民
族
」）
の
日
本
語
に
対
す
る
意
識
が
顧
慮
さ
れ
な
い
ま
ま
、

日
本
語
教
育
が
大
方
針
と
し
て
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
現
場
に
立
ち
会
い
、

そ
の
軋
み
を
経
験
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
文
学
活
動
に
繋
げ
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
こ
れ
ら
の
論
考
よ
り
も
発
表
時
期
の
早
い

「「
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
」
の
意
味
」（
第
Ⅴ
部
第
三
章
）
で
述
べ
ら
れ
た
、

著
者
自
身
の
中
国
で
の
日
本
語
教
授
体
験
と
密
接
に
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
作
文
指
導
を
通
し
て
触
れ
た
、
日
本
語
を
学
ぶ
中
国
人

学
生
の
複
雑
な
内
面
の
声
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
日
本
・
中
国
に

向
け
た
「
対
話
へ
の
意
志
」
を
見
る
。
そ
し
て
我
々
が
そ
の
声
を
十
分
聞
き

届
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
自
省
す
る
。

日
本
で
無
意
識
の
内
に
流
通
し
て
い
る
日
本
語
は
、
中
国
で
は
ど
の
よ

う
な
言
語
と
し
て
人
々
の
目
に
映
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
日
本
語
を
学

習
す
る
中
国
人
学
生
は
、
何
を
感
じ
て
い
る
の
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
日

本
語
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
彼

ら
が
日
本
語
で
表
現
し
た
も
の
は
、
何
な
の
か
。（
二
五
一
頁
）

言
語
そ
れ
自
体
の
社
会
性
・
政
治
性
を
問
う
こ
の
姿
勢
は
、「
外
地
」
で

日
本
語
を
用
い
て
創
作
し
た
文
学
者
の
営
為
を
考
え
る
際
に
も
、
手
放
せ
な

い
も
の
だ
ろ
う
。
複
数
言
語
の
使
用
が
登
場
人
物
の
多
角
的
な
自
己
認
識
を

生
ん
で
い
る
と
す
る
「
北
方
行
」
論
や
（
第
Ⅰ
部
第
一
章
）、
石
川
達
三
の

『
赤
虫
島
日
誌
』（
東
京
八
雲
書
店

一
九
四
三
・
五
・
一
五
）
に
お
け
る

「
島
民
」
女
性
の
「
言�

葉�

を�

と�

も�

な�

わ�

な�

い�

身
体
表
現
」（
二
三
三
頁
）
へ
の

着
目
に
も
（
第
Ⅴ
部
第
二
章
）、
同
じ
問
題
意
識
が
底
流
し
て
い
る
。

第
二
の
軸
は
、
中
島
の
文
学
活
動
に
対
す
る
通
時
的
な
視
点
で
あ
る
。
特

に
〈
南
洋
行
〉
以
前
に
成
立
し
た
漢
詩
・
歌
集
な
ど
、
作
家
活
動
に
先
立
っ

て
書
か
れ
た
私
的
な
テ
キ
ス
ト
の
た
め
、
従
来
の
研
究
史
で
本
格
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
の
分
析
は
大
変
興
味
深
い
。
例
え
ば
歌
集
「
小
笠

原
紀
行
」
に
つ
い
て
、
背
景
と
な
る
小
笠
原
諸
島
へ
の
観
光
ブ
ー
ム
を
指
摘

し
た
上
で
、
歌
の
配
列
に
見
ら
れ
る
「
歌
集
と
し
て
の
構
成
意
識
」（
七
二

頁
）
に
着
目
し
、
異
文
化
体
験
を
通
し
て
「
閉
塞
し
た
自
己
の
内
面
を
乗
り

こ
え
て
い
く
」（
七
五
頁
）
物
語
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
第
Ⅰ
部
第
三
章
）。

ま
た
「
朱
塔
」
論
で
は
、
先
行
す
る
芥
川
龍
之
介
『
支
那
游
記
』（
改
造
社

一
九
二
五
・
一
〇
・
二
〇
）
の
直
接
的
影
響
を
受
け
て
成
立
し
な
が
ら
、
日

中
戦
争
の
影
と
い
う
時
代
性
も
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
す
る
（
第
Ⅳ
部
第
二

章
）。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
中
島
に
お
け
る
「
旅
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
再

認
識
さ
せ
る
。
そ
れ
と
共
に
、「
旅
」
の
経
験
が
、
な
ぜ
紀
行
文
で
な
く
歌

橋
本
正
志
著
『
中
島
敦
の
〈
南
洋
行
〉
に
関
す
る
研
究
』

四
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集
と
い
う
形
式
で
定
着
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
今
後
究
明
が

期
待
さ
れ
る
所
だ
ろ
う
。

本
書
で
最
も
啓
発
的
だ
っ
た
の
は
、
漢
詩
に
見
ら
れ
る
世
俗
社
会
へ
の
反

感
や
「
不
遇
意
識
」
が
、「
山
月
記
」
以
降
で
は
「
明
確
な
〈
批
判
〉
の
か

た
ち
を
と
も
な
っ
た
同
時
代
批
評
」
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
と
す
る
指
摘

（
第
Ⅰ
部
第
二
章
お
よ
び
第
Ⅳ
部
第
一
章
）
で
あ
る
。
著
者
は
「
山
月
記
」

の
主
題
を
唐
代
の
文
人
社
会
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
、
李
徴
を
自
己
の

「
性
情
」
に
拘
る
余
り
、
同
時
代
の
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
脱
落
し
て
い
っ
た

人
物
と
読
む
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
社
会
と
自
己
と
の
距
離
感
」（
一
八

七
頁
）
と
い
う
主
題
は
、
後
の
〈
南
洋
行
〉
で
の
、「
時
局
」「
時
勢
」
に
対

す
る
分
析
を
伴
っ
た
社
会
批
判
の
受
け
皿
を
形
作
っ
て
い
っ
た
と
す
る
。
従

来
、
李
徴
個
人
の
心
情
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
山
月

記
」
論
に
、
新
た
な
視
野
を
切
り
開
く
と
共
に
、
以
後
の
作
品
と
の
連
続
性

も
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
本
書
の
白
眉
で
あ
る
。

さ
て
、〈
南
洋
行
〉
以
後
の
作
品
論
は
「
雞
」「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
二
篇
で
あ

る
（
第
Ⅲ
部
）。『
南
島
譚
』（
今
日
の
問
題
社

一
九
四
二
・
一
一
・
一
五
）

に
は
九
篇
の
「
南
洋
も
の
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
島
の
編
修
書
記
と

し
て
の
経
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
作
品
に
絞
り
込
む
こ
と
で
、
本
書
の
主

題
に
即
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
雞
」
論
は
、
以
前
発
表
を
直
に

拝
聴
し
た
が
、
今
回
改
め
て
国
語
教
科
書
編
纂
に
関
す
る
論
考
と
連
続
し
て

読
む
こ
と
で
、「〈
公
学
校
〉
教
育
へ
の
批
判
」
と
い
う
主
題
を
明
確
に
意
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
島
民
」
老
人
の
「
不
可
解
さ
」
を
強
調
す
る
語
り

手
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
島
民
」
の
こ
と
を
「
分
つ
た
」
と
す
る
公
学
校
の

「
新
任
教
師
」（
引
い
て
は
多
く
の
「
内
地
人
」）
の
態
度
を
批
判
し
て
い
る

と
い
う
論
旨
は
説
得
的
で
あ
る
。「
マ
リ
ヤ
ン
」
論
で
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う

な
、「
多
様
な
言
語
的
・
社
会
的
歴
史
性
」（
一
六
三
頁
）
を
有
し
た
パ
ラ
オ

社
会
へ
の
認
識
が
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
可
能
に
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
書
で
多
用
さ
れ
る
「
異
文
化
体
験
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
て

お
き
た
い
。
と
も
す
れ
ば
「
異
文
化
」
理
解
は
、
耳
触
り
の
よ
い
言
葉
（
本

書
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
空
虚
な
言
葉
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）」）
と
し
て
、
た
だ

聞
き
手
の
意
識
を
通
過
す
る
だ
け
の
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

自
分
が
属
す
る
社
会
や
文
化
と
は
異
な
る
場
に
身
を
置
き
、
外
来
者
と
し
て

他
者
の
言
動
や
思
考
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
根
気
よ
く
探
り
続
け
る
の
は
、

決
し
て
容
易
で
な
い
。
著
者
は
、
か
つ
て
の
中
国
で
の
体
験
を
中
島
と
重
ね

な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

反
日
的
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
た
中
国
人
の
中
に
も
、
学
生
、
教
職
員

を
は
じ
め
、
心
細
く
教
壇
に
立
つ
わ
が
身
を
案
じ
て
く
れ
た
方
々
に
、

あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
く
出
会
い
、
ま
た
実
際
に
日
々
の
生
活
の
中
で
助

け
ら
れ
た
経
験
は
生
涯
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
〈
向
こ
う
側
〉

か
ら
生�

活�

者�

と�

し�

て�

日
本
の
社
会
政
治
状
況
の
一
端
を
な
が
め
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
か
つ
て
中
島
が
〈
外
地
〉
に
お
い
て
体
験
し
た
こ
と
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
（
中
略
）〈
外
地
〉
を
舞
台
に
し
た
中
島
文
学
を
読
ん

で
い
く
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
異
文
化
体
験
の
意
味
を
考
え
て
い
く
と

い
う
個
人
的
な
問
題
意
識
と
重
な
り
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
偶
然
に
驚
い

て
い
る
（
三
四
五
頁
）

五
〇



こ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
テ
キ
ス
ト
で
あ
れ
生
身
の
人
間
で
あ
れ
、
そ

れ
ら
の
発
す
る
「「
対
話
へ
の
意
志
」
の
シ
グ
ナ
ル
」
を
無
視
せ
ず
に
、
そ

れ
ら
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
・
語
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
常
に
聞
き
取
ろ
う

と
努
め
る
著
者
の
姿
勢
で
あ
る
。
再
度
本
書
の
言
葉
を
用
い
る
と
「
真
摯
」

さ
（
三
四
六
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
中
島
の
〈
文
学
〉
を
（
中
略
）
作
者
の
内
的
葛
藤
が
刻
ま
れ
た
〈
作
品
〉

と
し
て
捉
え
、
一
貫
し
て
そ
の
〈
作
品
〉
世
界
の
表
現
的
、
作
家
的
及
び
同

時
代
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
、「
そ
の
文
学
的
営
為
全
体

を
い
た
ず
ら
に
一
方
に
均
質
化
し
て
論
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
つ
と
め
た
」

（「
あ
と
が
き
」）
と
い
う
本
書
に
は
、
橋
本
氏
の
「
真
摯
」
な
探
求
に
よ
っ

て
初
め
て
闡
明
さ
れ
た
、
数
々
の
卓
見
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
巻
末
の

「
南
洋
群
島
関
連
文
学
作
品
年
表
」
や
、
本
文
で
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い

資
料
も
含
む
膨
大
な
参
考
文
献
は
、
そ
の
着
実
な
歩
み
を
裏
付
け
る
土
台
で

あ
る
と
共
に
、
後
進
の
我
々
に
示
し
た
里
程
標
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

中
島
の
他
の
作
品
と
の
関
連
づ
け
や
、
同
時
代
作
家
間
の
比
較
と
い
っ
た

今
後
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
二
七
五
〜
六
頁
）、
ま
ず
は
本
書
に

示
さ
れ
た
認
識
を
咀
嚼
し
応
答
す
る
こ
と
で
、
氏
の
「
対
話
へ
の
意
志
」
に

答
え
た
い
と
思
う
。

（
お
う
ふ
う
、
三
七
七
頁
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
本
体
価
格
六
八
〇
〇
円
）

（
く
す
い
・
き
よ
ふ
み

熊
本
信
愛
女
学
院
高
等
学
校
常
勤
講
師
）

橋
本
正
志
著
『
中
島
敦
の
〈
南
洋
行
〉
に
関
す
る
研
究
』

五
一


